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※概要（Summary）： 

シリコンプラットフォーム上にバイオ材料を固定

化したバイオセンサを構築する。近赤外光をプローブ

とする高感度バイオセンサ実現のため、細線状の Si

チャネル光導波路中に穴を形成した一次元フォトニ

ック結晶光共振器を設計し、作製を行った。 

 
※実験（Experimental）： 

高速大面積電子線描画装置と反応性プラズマエッ

チング装置を利用し、Si-on-Insulator(SOI)基板の上

部 Si 層を一次元フォトニック結晶光共振器に加工し

た。作製した構造は走査電子顕微鏡(SEM)により観察

した。また、近赤外光の透過測定のために、ダイシン

グソーを用いてチップの切断を行った。 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

Si チャネル光導波路中に周期的に穴を形成した一

次元フォトニック結晶を形成するとともに、フォトニ

ック結晶中央部に細い空隙(スロット)を光共振器とし

て有する構造を作製した。図 1 に典型的な SEM 像を

示す。ほぼ予定した構造を作製できたが、設計とのサ

イズの違いや導波路側壁でのノッチ形成など、課題も

明らかとなった。 

 
図 1 作製した一次元フォトニック結晶導波路の

SEM 像の例 

 

 

 

 

 

 

※その他・特記事項（Others）： 

・今後の課題 作製条件を最適化するとともに、バイオ

センサとしての動作実証が必要である。 
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